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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日火災による避難訓練実施し無事に終了しています。

また、災害時の非難誘導にて、現在、担送対象者は本日の非難訓練において変更あり

佐々木哲郎様　保土澤助定様　大久保美津子様　島浦美千男様　

住吉鉄男様　倉舘俊照様　水梨孝純様　坪邦俊様　　　　　　　　　計8名です。

・栄養チームより7/28嗜好調査を実施しますので協力お願いします。

・心理チームより赤石　陽介様の心理検査（WAIS-R）が7/29の実施予定の連絡があります。

・本日で2クール目の看護実習生の実習が終了しています。

・ベッドコントロールについて栗谷川　慎平様を西Aユニットへの移動候補とし、主治医へ確認

し、異動の許可はいただいています。今後ベッドコントロール状況により対応していくことと

なります。

・東病棟の携帯酸素ボンベが残量不足になった為、業者へ依頼し充填し病棟にあります。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　哲朗様　現在肺炎治療目的にて抗生剤　セフジトレン錠服用中。体温37℃台で経過していることと、MRSAの菌も検出しされているため本日昼までで、飲み切り終了の指示あります。今後は対症療法を行っていくとの事です。バイタル観察し、口腔ケアを徹底し対応していきましょう。

・棟方　直浩様　便秘時の予測指示対応について7/23～8/6まで継続となり、本日シンラック液１本処方となっています。排便確認し、対応していきましょう。

・保土澤　助定様　昨日の採血結果より、K5.3、Na132　Cl81　CRPなどの検査異常あり、田名部Ｄｒへ再度確認し、本日昼より、食塩２g→３g（1-1-1）へ増量の指示あり、変更しています。また、水分量に対する排泄量が少ないことから、ラシックス（20）1A筋注指示あり施行しています。心電図モニター監視、継続し水分出納バランスの観察し、身体管理行っていきましょう。昨日奥様面会あり、現在の状況については看護サイドで状況説明は行っています。

　　　　　　　　　ヒューマリンR注1本処方となっています。

・小笠原　久年様　本日電話要求あり電話対応した際に、「コンノハウス」へ電話していること

がありました。電話制限は現在のところありませんが、現実的な対応をでき

るよう電話要求時は注意し対応していきましょう。

・木村　格治様　本日外泊より帰院され、頭痛を訴え主治医報告しカロナール（消炎鎮痛剤）

1×痛い時服用の指示あり、3回分処方となっています。

7/22～7/24までの予測指示あります。

また尿漏れ症状に対し本日夕より臨時薬7日分処方となっています。

＜安ヶ平Dr診察状況・報告＞

・和田　昌様　主治医診察し、躁状態による他者への迷惑行為、興奮性なく安定していることか

ら、本日14時より終日隔離解除し、20時より翌8時への時間隔離へ処遇変更と

しています。また、喫煙時間については各食後と16時の計4回の対応としていま

す。（1回の喫煙本数は最大2本まで可）であること本人様へ説明し了解されて

います。また食器の破損行為ないため、ディスポ食器より通常の食器へ変更依頼

しています。気分変動観察し、精神症状見極めた介入・対応していきましょう。

・佐々木　悦子様　手の震えが目立ち、作業中も振るえあるため7/27実施の定期処方へタスモリ

ン（抗パーキンソン薬）追加し処方していくとのことです。手の震えの状況

観察し記録していきましょう。

・竹内　恒子様　2ヶ月前に体重増加予防の為ジプレキサ→リスペリドンへ変更し精神症状観察

していましたが、ここ数日妄想に左右された被害的訴え多く、食事の拒否など

があり、今後薬剤調整していくことと、本日夕より各食主食パンへ変更してい

ます。（食パンが入荷出来次第食パンで対応しますが、現段階ではロールパン

での提供で対応可とのことで本人様了解済）発言内容や精神症状観察し対応し

ていきましょう。

＜猪股Ｄｒ診察状況・報告＞

· 島浦　美千男様　血糖値が安定し経口血糖降下薬の服用中止により、来週の定期薬より現在

の薬にジプレキサを追加し精神症状の安定を図っていくとの指示がありました。

＜新入院患者様ケース検討＞

　切明　茂雄様（58）うつ病　任意入院　主治医　川端Ｄｒ

（入院までの経過）

平成23年6月7日、当院退院後すぐにまた頭がもやっとすると 訴えていた。平成23年7月19日定期受診日であるが、来院しない 為、電話する。「具合が悪くて、今から救急車乗る」と話し、

その後より音信不通となる。7月20日、軽米保健師が自宅訪問し本人の安否確認すると、動けず食事もとれていないとの事。

 平成23年7月22日、軽米町よりタクシーにて受診。摂食不良、倦怠感、腹痛訴え動けないとの事。入院治療の説明に同意得られたことから、東病棟Aユニットへ任意入院となる。
（入院後の経過）

入院後はしきりに腹痛・めまい・倦怠感・頭痛など身体不調の訴え多く注射を希望され喫煙要求強く聞かれている状況。猪股医師へ報告し、セルシン1Ａ　1/2Ａ筋注実施すると、退院したいなどの訴え聞かれています。

点眼薬持参あるが、使用期限が切れている可能性あり、本人様希望しないため月曜日主治医へ確認し対応することとしています。

喫煙に関しては各食後、16時で対応していく。食事は摂食不良あるため全粥・キザミで提供。

今後詳しい治療計画確認し、金銭管理など検討していくこととしています。






















